
610 第47巻　日本公衛誌　第7号 平成12年7月15日

某保健所管内の児童・生徒の生活様式と健康に関する調査
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目的　某保健所管内にある全小中学校の小学2，5年および中学2年の児童・生徒全員を対象に

して，学童・青少年期の生活様式と健康特に肥満との関連性を明らかにするために調査を実

施した。

方法　教育長および保健所長の連名のもとに保健所より各学校に調査票を送付し，学校にて対象

者が記入した後調査票は回収され，回収率は99％であった。調査時期は平成11年1月で，対

象者の生活様式に起因する肥満を中心とした健康問題についての分析を行った。

成績　市内の小学生は周辺町村に比べ有意にBMIが低かった。「おやつを食べなかった」女子

は「食べた」女子に比べBMIは有意に高かった。また，学校の欠席状況では中学2年女子

で欠席した生徒のBMIが有意に高かったが，逆に小学5年男子では頭痛で，小学2年女子

ではかぜで欠席した児童のBMIは有意に低かった。さらに，食生活では中学2年と小学5

年の男子，小学2年の男女において朝食に副食を食べる児童・生徒は，大人とともに食事す

る傾向がみられた。

結語　今後とも保健所と教育担当部局との連携をもって，地域や学校における児童・生徒の健康

づくりをさらに進めていかなければならないものと考える。
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